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はじめに 

前十字靱帯(以下：ACL)損傷は,スポーツ外傷として代表的

な疾患であり,ジャンプ着地時やカッティング動作に受傷す

ることが多い.受傷肢位は,荷重位で膝関節外反位となり,膝関

節軽度屈曲位,股関節屈曲・内転・内旋位での受傷が多いとさ

れている.膝関節外反を及ぼす要因として,先行研究では膝関

節の機能低下だけでなく膝関節に隣接する股関節の可動域や

筋力低下による影響が多く報告されている.膝関節の機能低

下には固有感覚である関節位置覚の低下も挙げられ,健常者

を対象とした膝関節外反と膝関節の関節位置覚についての報

告はみられるが,股関節の関節位置覚と膝関節外反との関係

性についての報告は見られていない.そこで今回,受傷肢位で

ある膝関節外反の要因として,股関節位置覚の影響があるの

ではないかと考えた. 
本研究では,股関節の関節位置覚と膝関節外反との関係

性を調査することを目的とした. 
方 法 

対象は,両下肢に整形外科的既往のない健常人男女23名の

膝外反角度を測定し,外反角度の小さい上位7名(以下：A群)
と大きいコントロール群7名(以下：C群)の計 14名(男 8名,
女 6名,平均年齢26±2.9歳)を対象とし比較検討した. 
方法は,①対象者に足関節中間位にて片脚スクワットを実

施させ,膝関節外反角を測定した.膝外反角度は,上前腸骨棘か

ら膝蓋骨中央を結んだ線と膝蓋骨中央から足関節内外果中央

を結んだ線の成す角度(α°)を求め,180°-α°を外反角度と

した.②股関節の位置覚の測定肢位は,ベッド上背臥位で対象

者の測定肢をプーリーで保持(非荷重位の環境)した.測定開始

肢位より設定した外転角度を記憶させ,その後検者が他動的

に測定肢を外転させ記憶した角度を再現させた.測定状況を

デジタルカメラにて撮影し,動作解析ソフトOsiriX Liteを用

いて角度測定を行い,記憶角度と再現角度の誤差角度を求め

た.統計学的検討には対応のないt-Testを用い,危険率5%未満

を有意差ありとした. 
結 果 

両群の平均外反角度は A 群 157.5±2.8°,C 群 180.9±

5.4°となり A 群と C 群の外反角度において有意差を認めた

(p<0.01).(図 1)股関節位置覚の測定誤差平均は A 群 3.56±
2.84°,C 群 3.80±2.11°となり再現時の誤差角度に有意差

は認めなかった(p<0.88).(図 2) 
 
図 1 膝外反角度 

 
図 2 誤差角度平均 

考 察 

固有感覚は運動を行う上で重要な情報であり,特に位置覚

は身体運動において重要な役割がある.求心性の情報である

位置覚は,中枢にて処理されフィードバック機構で身体の運

動制御が可能となり,位置覚の低下により関節の位置の誤認

やバランス反応の遅延など影響をおよぼすと言われている. 

位置覚の受容器は筋・腱・皮膚・関節包・靱帯に多く分布

し,これらの受容器により関節位置覚を把握し,運動制御が可

能となっている. 

以上のことから,膝関節の運動制御には隣接する股関節か

らのフィードバック機構が関与していると考え,膝外反に関

与する股関節位置覚の情報は重要であると考えた. 

また,動作時の関節制御は筋紡錘由来の制御が優位という



報告もあり,特に筋紡錘は筋の伸張速度と筋の長さから位置

覚の情報をつかさどると言われ,随意運動での自動運動によ

る主動筋の筋収縮が位置覚に強く関与していると報告されて

いる.今回の測定は他動的な運動であったことから,筋紡錘で

はなく関節包由来の位置覚優位であった可能性があると考え

た. 
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